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１－１．フロー値 

 

 【試験方法】 

 

  フロー値の測定は、JIS R 5201（セメントの物理試験方法）の９．７ 

 に準じて行いました。練り混ぜ水量との関係は、２０℃、８５％RH の室内で 

 測定しました。 

 

 【試験結果】 
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図１．練り混ぜ水量とフロー値の関係 

 

 

 

 

 

 

 

-1- 



  

２－１．曲げ圧縮強度 

 

 【試験方法】 

   

   曲げ・圧縮強度試験は JIS R ５２０１（セメントの物理試験方法）の９． 

  に準じて行いました。供試体の作成は、20℃の室温で打設し、硬化後脱型した後 

  各温度において気中で所定の材令まで養生しました。 

 【試験結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．練り混ぜ水量と圧縮強さの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．練り混ぜ水量と曲げ強さの関係 
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２－２．付着強度 

 

 【試験方法】 

   

  付着強度の測定は、温度 5､20℃の室温で 70×70×20ｍｍのモルタル板 

 に 10mm厚みに塗布し、所定の材令まで養生を行い、JIS A 6909(建築仕上塗材) 

６．１０により測定しました（接着面プライマー塗布） 

 

【試験結果】 

 

表１．付着強度試験結果 

 

 材令 

付着強度（N/mm2） 

普通タイプ 軽量タイプ 

W S W S 

5℃ 20℃ 5℃ 20℃ 

  １  １．４ １．５ ０．９  １．０ 

  ７  ２．１  ２．３ １．９  ２．１ 
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２－３．長さ変化 

 

 【試験方法】 

 

  長さ変化の測定は、JIS A 1129（モルタル及びコンクリートの長さ変化試験方法）

のコンパレーター方法に準じて測定しました。供試体は、４０×４０×１６０ｍｍとし、 

温度 20℃，の室温で打設し、２４時間後脱型し基長を測定しました。 

 

 【試験結果】 
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図４．GRLC と普通モルタルの長さ変化率 
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２－４．静弾性係数 

 

 【試験方法】 

 

  静弾性係数測定は、ASTM  C ４６９（円柱供試体によるヤング係数とポアソン 

 比の測定方法）に準じて行いました。供試体寸法はφ５×１０ｃｍとし、20℃気中で 

 所定の材令まで養生した後、側面にゲージ長３０ｍｍのワイヤレスレインゲージを 

 貼り付け測定を行いました。 

 

 【試験結果】 

 

 

表２．静弾性係数         （単位：N/mm2） 

材齢 １日 ７日 ２８日 

普通タイプ １．５６×１０4 １．８７×１０4 ２．０９×１０4 

軽量タイプ １．０１×１０4 １．０９×１０4 １．２５×１０4 
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２－５．熱膨張係数 

 

 【試験方法】 

 

  熱膨張係数の測定は、供試体寸法４０×４０×１６０ｍｍに成型したものを２８日間 

 20℃気中養 生した後、0℃から 30℃まで温度変化あたえた際の長さ変化を 

 JIS A 1129 に準じてコンパレーターにより測定し、算出しました。 

 

 【試験結果】 

表３．熱膨張係数 
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２－６．衝撃試験 

 

 【試験方法】 

 

   衝撃試験は、供試体寸法巾４ｃｍ厚さ１ｃｍ長さ８ｃｍを 20℃気中で所定の 

  材令まで養生し、JIS K 6911 に準ずるシャルピー衝撃試験機で測定を行い 

  ました。 

 

 【試験結果】 

 

表４．衝撃試験 

 材令（日） （kJ/㎡） 

   ７ １．３ 

  ２８ １．４ 

  ９１ １．６ 
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３－１．凍結融解 

 

  【試験方法】 

 

    凍結融解抵抗性試験は、JIS A 6204（コンクリート用化学混和材）の付属書２

に準じて行った。供試体寸法は１００×１００×４００ｍｍとし、２０℃の室温で

打設し、２４時間後脱型した後、材令１４日まで２０℃気中養生したものを用いた。

測定は、JIS A 1127（共鳴振動によるコンクリートの動弾性係数、動せん断弾性

係数及びポアソン比試験方法）に従い、動弾性係数と質量について行った。凍結融

解の繰返しが３００サイクルまで測定を行いました。 

 

  【試験結果】 
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図５．凍結融解試験 
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３－２．耐薬品性 

 

 【試験方法】 

 

   耐薬品性は、供試体寸法４０×４０×１６０ｍｍに成型したものを１日間 20℃気中

養生した後、硫酸（濃度３％）、塩酸（濃度３％）、水酸化ナトリウム（濃度３％）、硫酸マ

グネシウム（濃度３％）水溶液中に浸せきし、所定の材令で重要変化を測定しました。 

 

 【試験結果】 

         GRLC         普通モルタル 
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図６．耐薬品性 
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４－１．表面水分の経時変化 

 

 【試験方法】 

 

   表面水分率の測定は、コンクリート舗道板に１５ｍｍ厚に塗布した供試体を温度 

  20℃、８５％ＲＨの室内に設置し、誘電率式水分計を用いて測定しました。 

 

 【試験結果】 
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図７．表面水分の経時変化 
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４－２．供試体形状、寸法が圧縮強度に及ぼす影響 

 

  ライオンＧＲＬＣの圧縮強度値（パンフレット表示値）はＪＩＳ Ｒ ５２０１「セ

メントの物理試験方法」に準じ、４×４×１６ｃｍの立方体供試体を用いた場合の値で

す。 

  一般に、セメントモルタル・コンクリート強度は、円柱供試体を用いた場合載荷板の

横ひずみ拘束効果が立方体供試体に比べて弱いため、圧縮強度は立方体供試体よりも小

さくなります。 

  また、立方体強度と円柱強度との差は強度レベルにより異なることが知られており 

 次のような関係式も提案されます。 

 

Ｆ×100/9.8＝０．８３０(Ｗ×100/9.8)－１７．４・・・・・・・・・・・（１）引用文献１） 

    （Ｆ：１５×３０ｃｍ円柱強度、Ｗ：２０ｃｍ立方体強度） 

 

Ｆ／Ｗ＝０．７６＋０．２ log１０  （(Ｗ×100)／(196/9.8)）・・・（２）引用文献２） 

     （F：円柱強度、W：立方体強度） 

   

  例えば、４×４×１６ｃｍの立方体供試体を用いて試験した GRLC の圧縮強度が２０

N/mm2あったとしますと、円柱供試体では（１）式によりますと約１４．９N/mm2、（２）

式では、１５．２N/mm2となります。 

そこで、GRLC の圧縮強度におよぼす供試体寸法、形状の影響を把握するために立方体

供試体（４×４×１６ｃｍ）と円柱供試体（φ５×１０ｃｍ）を用いて比較試験を行いま

した。 

その結果、配合・材令・養生条件等が同じであっても立方体強度は円柱強度の１．１～

１．２倍になることが確認されました。 

  従いまして、GRLC の場合、パンフレット表示強度値（立方体強度）と円柱強度 

 値との両者にはほぼ次式の関係にあると考えられます。 

 

   立方体強度（４×４×１６ｃｍ）＝円柱強度（φ５×１０ｃｍ）×１．１５ 
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